
 

個別相談をお受けしております！  
中小企業の皆様、海外展開に関するお悩みがございましたら、ぜひお気軽にサポートデスクまでご相談ください！ 

現地の情報提供から販路の開拓など、幅広いサポートメニューをご用意しています。 

 

現地からお届け！ 最旬情報 -台湾編-   

山口県海外ビジネスサポートデスク 通信 

5 月号 

【各種調査・情報提供を随時受け入れております！】 

いつもたくさんのご相談を頂いており、ありがとうございます。利用社様のご相談に合わせて個別面談を随時受け入れており

ます。今回は、ご相談内容の一部を皆様にシェアさせていただきます。 

＜事例＞ 

餌の製造販売の企業様「ベトナムのエビ養殖場の環境」についての情報提供の依頼 

⇒利用メニュー 現地の各種調査、情報提供  

これまで、タイに向けてアプローチを行なっていたが、自社商品と現地の相性が合わないと感じ、開拓対象地域をベトナムに

シフトチェンジできるか、可能性を探るため情報提供のご希望がありました。日本のインターネット上では拾えない情報を現地

調査員が調査し、情報を纏め、レポートにてご提供させて頂いております。 

【様々なサポートメニュー】 

現地情報調査・提供の他にも商談マッチング、商談同席、現地職員同行など様々なサポートデスクメニューがございます。 

「こんなことをしてみたいが、こういうことはできるか？」など、まずはご相談からでもお気軽にお申し込みください！ 

＜利用方法＞ 

○利 用 料：無料 

○利用方法：やまぐち産業振興財団への申し込みが必要です。 

○そ の 他：山口県海外ビジネスサポートデスクとの通信費や現地への渡航費、移動経費など、利用に付随して発生

する経費は、利用者の自己負担です。 

＜申込み・問い合わせ先＞ 

公益財団法人やまぐち産業振興財団 海外展開支援拠点 

〒754-0041 山口市小郡令和一丁目１番１号 山口市産業交流拠点施設４階 

TEL：083-902-3722  E-mail：jigyo@yipf.or.jp 

（文責：株式会社日本アシスト 大畑 満帆） 

【サポートデスクメニュー】 

□海外展開に関する相談 □各種調査・情報提供 □セミナー開催 □販路開拓・商談サポート支援 □展示会出展支援 

「自由広場牌楼（台湾・台北市）」 

mailto:jigyo@yipf.or.jp


現地からお届け！ 最旬情報 -台湾編-  

今回は、台湾に焦点を当てて、現地の経済や文化、そして最近のトレンドをご紹介します！ 

急騰する台湾元、日台ビジネスに新たな潮流 

5 月 5 日の取引で台湾元（TWD）が対米ドルで一時約 3 年ぶりの高値を更新し、取引時間中としては過去 30 年余り

で最大となる 5％もの上昇を記録した。1 ヶ月前から既に 11％程度の上昇を見せていた台湾元の急騰は、米中貿易交渉の

動向や、米国が主要貿易相手国に通貨高を求める可能性、そしてトランプ政権の政策に対する不透明感から、台湾の輸出

企業が保有するドルを台湾元に換える動きを加速させたことが背景にあると見られる。過去 10 年の対円レートを見ても、台湾

ドルは 2015 年の 1 台湾ドル＝約 3.8 円から、2025 年には、4.8 円台へと顕著な上昇傾向を示しており、円安・台湾ドル

高の流れが鮮明となっている。 

 

この台湾元高は、台湾への輸出を検討する日本企業にとっては追い風となる可能性があるが、商品によっては関税率が高い

場合もあるため、個々の企業は自社製品の関税率を事前に確認することが必要だ。また、堅調に推移している台湾からの訪日

観光客の増加傾向は、台湾元高によってさらに加速することが予想される。 

日本企業への台湾からの投資も活発化する可能性があり、今後の為替動向が日台間の経済活動に与える影響から目が離せ

ない。 

   

出所：著者撮影      

漫画の「予言」が台湾・香港の訪日旅行に影を落とす 

日本の漫画家・たつき諒氏の作品『私が見た未来』で描かれた「2025 年 7 月 5 日に日本で大災害が発生する」という「予

言」が、台湾と香港の SNS 上で急速に拡散し、両地域で日本への旅行に対する不安感が広がっている。過去に東日本大震

災や新型コロナウイルスの流行を予言したともされる作者の同作は中国語にも翻訳され、メディアでも取り上げられている。 

 

筆者の周辺の台湾人の間でもこのニュースは広く知られており、「日本に行きたいけれど 7 月は避けたい」といった声も聞かれ

る。香港では、著名な風水師も同様の日本での災害を予言しており、その影響で香港の航空会社「グレーターベイエアラインズ」

の香港-徳島、香港-仙台便で定期便が減便された。 

 

これまで順調に拡大してきた訪日需要に、一時的とはいえ水を差す事態となったことは、現代社会における SNS の拡散力の

大きさを改めて示唆している。今後の推移を注視する必要があるだろう。 

 



台湾の書店チェーンの EC で販売される同書 

 

出所：誠品書店オンラインショップ 

台湾最大の食品見本市「FOOD TAIPEI 2025」が来月開幕 

台湾最大級の食品トレードショー「FOOD TAIPEI 2025」が、今年も 6 月 25 日（水）から 28 日（土）までの 4 日

間、台北南港展覧館で開催される。30 か国以上から 1700 社を超える企業が出展し、4500 以上のブースが立ち並び、約

5 万人の食品業界関係者が来場するアジアでも有数の規模を誇るトレードショーだ。 

 

会場には、日本貿易振興機構（JETRO）や各自治体なども多数のジャパンパビリオンを設け、日本食品の新たな販路開

拓を支援する。日本食品企業を支援する弊社も例年参加しており、本見本市を契機とした新たなビジネスパートナーシップの

構築や、商談の成約事例も徐々に増えてきている。出展ブースの視察を通じて、台湾のみならず国際的な食のトレンドを把握

できることも本見本市の大きな魅力の一つだ。 

 

2025 年のテーマは、昨今の健康志向の高まりを反映した「理想的な食と未来食」。未来食品エリアでは、環境に配慮した

新素材や植物由来の代替肉など、次世代の食トレンドを体感できる企業や団体が出展を予定している。 

 

台湾市場への参入やビジネス拡大に関心のある食品関連企業にとって、「FOOD TAIPEI 2025」は新たなビジネスチャンス

を探る絶好の機会となるだろう。（来訪される際は著者も会場におりますので、是非事前にお声掛けいただければ色々現地の

お話等させていただけるかと思います） 

 
 

（文責：桔想國際有限公司 運営総監 COO 網本友加）） 

 


